













































Consideration of the manufacturing strategy in Private-label Brands











































































































































































































































る。【図 2】と【図 3】が示すように，2013 年












































































































小売業であるAldi は，売上の 95％が PB であ
る。PB シェアの高い流通小売業は，PB のブ
ランド・ポートフォリオを構築し，スタンダー



















取り扱っている 取り扱う予定 取り扱っていない n
2010 年 82.2 13.8 2.4 253
2011 年 88.9 0.8 10.3 252
2012 年 83.5 2.2 14.2 267












2012 年 77.0 81.5 37.8 35.6 3.2 222
2013 年 83.6 83.1 37.2 32.8 7.7 183































わが国の PB市場は，現在 2兆 8,400 億円程
度である。全体に占める比率にして約 7％と


























Category Excellent Very good Good Fair or poor
Facial tissues（$/100 tissues） *Puffs （$1） Safeway Select （$0.80） *Kleenex （$1） Publix （$0.70）
Stop & Shop （$0.60） Albertsons  （$0.80）
American’s Choice （$0.70） 
Kirkland Signature （Costco） （$1.10） 
Great Value （Wal-Mart） （$0.60）
Kroger （$0.60） 
Trader Joe’s （$0.60） 
Winn-Dixie （$0.80）
　※NB
出所：Derived from “Battle of the Brands” Consumer Reports, August 2005, 12-15 一部抜粋。





















と 2002 年を基準とした NBと PB それぞれの
伸長率推移を表したものである。当該市場規模
は，2003 年の 1,028 億円をピークに年々減り続
け，2014 年には 859 億円となり，2003 年に急




NBより 2 割程度安い PBの伸長による要因が
大きいと言わざるを得ない。
また更に事実を付け加えるとするならば，
2011 年から 2014 年の 3 ヶ年に渡るマクロミル
社QPRⓇ調査 3）において，ティシュペーパーの
PB 銘柄数は 2011 年 95sku，2012 年 103sku，









































































































































































































たときの 2012 年，2013 年，2014 年それぞれの
平均月間生産数量を除算したもの。
Ⅱ．当該商品の価格弾力値





























































































Pearson の相関係数 1 -.139 -.123 -.481** -.321 .560**
有意確率 （両側） .455 .508 .006 .078 .001
N 31 31 31 31 31 31
当該商品の価格弾力値
Pearson の相関係数 -.139 1 -.263 .140 -.159 -.038
有意確率 （両側） .455 .153 .454 .393 .839
N 31 31 31 31 31 31
当該市場の上位集中度
Pearson の相関係数 -.123 -.263 1 .118 .958** .042
有意確率 （両側） .508 .153 .526 .000 .824
N 31 31 31 31 31 31
NBとPBの価格差
Pearson の相関係数 -.481** .140 .118 1 .173 -.029
有意確率 （両側） .006 .454 .526 .351 .877
N 31 31 31 31 31 31
当該カテゴリー内の
店舗取扱い率
Pearson の相関係数 -.321 -.159 .958** .173 1 -.184
有意確率 （両側） .078 .393 .000 .351 .322
N 31 31 31 31 31 31
在庫回転率
Pearson の相関係数 .560** -.038 .042 -.029 -.184 1
有意確率 （両側） .001 .839 .824 .877 .322
N 31 31 31 31 31 31
**. 相関係数は 1％水準で有意（両側）




























カイ 2乗 自由度 有意確率
ステップ 29.550 5 .000
ステップ 1 ブロック 29.550 5 .000
モデル 29.550 5 .000
モデルの要約
ステップ -2 対数尤度 Cox-Snell R2乗 Nagelkerke R2 乗
1 13.392a .615 .820
方程式中の変数
B 標準誤差 Wald 自由度 有意確率 Exp（B）
ステップ 1a 生産余剰指数 -8.827 19.846 .198 1 .656 .000
当該商品の価格弾力値 -.887 .450 3.880 1 .049 .412
NB と PBの価格差 -.056 .067 .681 1 .409 .946
当該カテゴリー内の店舗取扱い率 .148 .056 6.838 1 .009 1.159
在庫回転率 .134 .122 1.198 1 .274 1.143
定数 -1.065 16.584 .004 1 .949 .345




ステップ -2 対数尤度 Cox-Snell R2 乗 Nagelkerke R2 乗
1 23.630a .464 .618
2 15.786b .584 .778
方程式中の変数
B 標準誤差 Wald 自由度 有意確率 Exp（B）
ステップ 1a
当該カテゴリー内の店舗取扱い率 .117 .042 7.888 1 .005 1.125
定数 -2.126 .769 7.639 1 .006 .119
ステップ 2b
当該商品の価格弾力値 -.725 .317 5.214 1 .022 .484
当該カテゴリー内の店舗取扱い率 .150 .063 5.674 1 .017 1.162
















































































































































































































１） 2003 年日経 BPの取材において，「最後に“毒饅








４） raison d’être（仏語：［ ］）の定訳は
「存在理由」「存在意義」である。
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